
くまもと新時代  

～世界に開かれた活力あふれる熊本、そして選ばれる熊本へ！～ 

福島県人会と福島相双復興推進機構による 

日本酒紹介の様子（シンガポール） 

在外公館における 

天皇誕生日祝賀レセプションを活用したＰＲ 

（福島県） 

後藤田徳島県知事による開会の挨拶 

福島県職員と旅行代理店で観光情報をPRする様子（ベトナム） 

会場で振る舞われた徳島県の食 
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グローカル外交ネットをご覧ください！ 

福 
島県は、各国の在外公館で

行われた天皇誕生日祝賀レ

セプションの場を活用し、計

15の国で同県の復興の歩み

と魅力を世界に発信しました。今回はその

中でも同県の魅力に特化した３つの国で

のＰＲの模様を紹介します。 

近 
年、熊本県と台湾の交

流は一層活発となって

おり、人的な交流のみ

ならず経済的な交流

も進められています。このたび熊本

県に書面インタビューを実施し、台

湾との交流を含む熊本県の国際的

な取組と、地方創生に向けた展望を

語っていただきました。 

徳 
島県は4月25日、同県産品のＰＲイベント「徳島の夕べ」を香

港で開催しました。「阿波尾鶏」、「鳴門金時」など徳島自慢の

食材が振る舞われ、会場は大盛況。本稿では、イベントの様子

とともに、徳島県の国際化及び地方創生へ向けた意気込みを

ご紹介します。 

【在外公館における天皇誕生日祝賀レセプションを活用

したＰＲ（福島県）】の詳細 【「徳島の夕べ」徳島自慢の食材、香港で大盛況】の詳細 

熊本地震の直後に熊本県を訪問した 

当時の高雄市長と台南市長（2016年） 

福島県職員が桃を振る舞う様子（インドネシア） 

【くまもと新時代 ～世界に開かれた活力あふれる熊本、そして選ばれる熊本へ！～】の詳細 

友好交流協定を締結した 

熊本県・熊本市・高雄市の首長（2017年） 

高雄市にて熊本をPRするくまモン 

「徳島の夕べ」徳島自慢の食材、香港で大盛況 
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日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン 
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パレードの様子（市長の甲冑姿） 

ストリートフェアでの簡易甲冑着付け体験 

一緒にサッカーをしたスリランカの子供たちと（右端が筆者） 

「2025に行くべき52カ所」に選ばれた 

富山市へのインタビュー 

スリランカでのJICA青年海外協力隊と 

隠岐海士町の職員を経験して 

「なせばなる、なんとかなる、なるようになる」 

～島根県海士町 牧野稔氏への書面インタビュー～ 

帰国後の海士町で出会ったJICA青年海外協力隊関係の皆さんと 

海士町での仕事の隠岐後鳥羽院大賞 

  次回配信は202５年８月１日の予定です。グローカル通信に是非ご登録ください 

  登録はメールマガジン「グローカル通信」 より「メールアドレスの登録」 をクリック！  

  ご意見やご質問は gaimu-renkei@mofa.go.jp までお願いいたします。 

パレードの様子（おわらの演舞） 

ア 
メ リ カ の ニ ュ ー ヨ ー ク・タ イ ム ズ「The 

New York Times」が2025年１月に発

表し た「2025に行く べき52カ所」(52 

Places to Go in 2025)に選ばれた富

山市へ、選ばれたことによる影響や富山市の取組、地

方創生に向けた今後の展望等について、書面にてイン

タビューを実施いたしました。回答は富山市商工労働

部観光政策課よりいただきました。 

【スリランカでのJICA青年海外協力隊と隠岐海士町の職員を経験して「なせばなる、 

なんとかなる、なるようになる」～島根県海士町 牧野稔氏への書面インタビュー～】の詳細 【「2025に行くべき52カ所」に選ばれた富山市へのインタビュー】の詳細 

「 
JICA青年海外協力隊」に参加し、スリランカにてサッカー

隊員として活動した牧野稔氏は帰国後、かつて赴任前研

修「グローカルプログラム」で過ごした島根県海士町に移

住し、同町教育委員会の職員として町の歴史や文化を伝

承するお仕事をされています。今までの経験を踏まえ、海士町の地

域おこしや活性化、さらには地方創生も見据えた思いを語っていた

だきました。 
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